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バスと地下鉄の乗継券廃止について

１ 背景・目的 

市内バス会社 3社における SAPICA の運用開始から 9年が経過し、IC カード乗車券の利

用者が増える一方で、バスと地下鉄を乗り継いで乗車する際に乗継割引が適用となる乗継

券（以下「乗継券」という。）の利用者数は年々減少している状況です。また、今般のコ

ロナ禍により、交通事業者として接触機会削減等の社会的要請への対応が求められている

ことや、券の在庫管理及び事業者間の精算等に係る業務の効率化を図るため、この度、乗

継券を廃止（一部事業者を除く）することといたしました。 

＜地下鉄－バス乗継券利用状況＞ 

 ◆ 地下鉄－バス乗継券利用者数（2021 年度実績） 

    約 1,300 枚／日  ※バス１便あたり約 0.16 枚 

  ◆乗継券利用率の推移 

２ 廃止日 

  令和 5年（2023 年）4月 1日（土） 

  （令和 5年（2023 年）3月 31 日（金）発売分をもって廃止） 

３ 廃止対象の乗継券 

 バス３社（ジェイ・アール北海道バス、じょうてつ、北海道中央バス）と地下鉄の乗

継券（バス車内、地下鉄券売機で発売する券） 

 乗継精算券（地下鉄の精算機で発行する券） 

４ 乗継券廃止後の地下鉄との乗継乗車について 

SAPICA 等の各種 IC カード乗車券で乗継乗車していただきます。 

※１枚の IC カードでバスと地下鉄を乗り継ぐことで、自動的に乗継割引が適用された

料金・運賃が支払われます。（一部、乗継割引が適用にならないバス路線があります） 

  →おひとり様１枚ずつ IC カードをお持ちいただく必要があります。 

※以下の場合は乗継割引が適用されません。 

 ・現金・回数券・きっぷで乗車した場合 

・IC カードで複数人分の運賃をお支払いされた場合 

※SAPICA のほか、Suica や Kitaca などの全国相互利用可能な IC カード、敬老優待乗車

証（敬老 IC カード）をご利用いただいた場合も、乗継割引が適用されます。 



５ ばんけいバス・夕鉄バス及び路面電車と地下鉄の乗継乗車について 

 ばんけいバス・夕鉄バスとの乗り継ぎ

各種 IC カードがご利用いただけないため、以下の方法で乗継乗車していただきます。 

  ア 地下鉄からばんけい・夕鉄バスへの乗り継ぎ 

地下鉄乗車後、下記の駅で係員にお申し出ください。地下鉄料金と乗継料金との差

額をお支払いいただくことでばんけい・夕鉄バス専用の乗継券をお渡しします。 

乗継できるバス 乗継駅 

ばんけいバス 円山公園駅 

夕鉄バス 新さっぽろ駅 

※地下鉄券売機で乗継券は購入できなくなります。 

  イ ばんけい・夕鉄バスから地下鉄への乗り継ぎ 

従来どおり、バス車内で乗継券を購入していただきます。 

 路面電車との乗り継ぎ 

 地下鉄と路面電車の乗継券については、地下鉄券売機及び路面電車車内で引き続き発

売します。 

  ※各種 IC カードもご利用いただけます。 

６ 利用者周知（予定含む） 

 交通局ＨＰ、Twitter 

 ポスター掲出 

  ・駅構内（お知らせボード、券売機周辺） 

  ・車内まど上広告 

  ・交通局所管バスターミナル 

  ・市・区役所、区民センター、地区センター、まちづくりセンター 

  ・各社バス車内、ターミナル等 

 広報さっぽろ３月号 

 駅構内広報媒体（音声放送、旅客案内表示器、サイネージ等） 

 福祉割引 SAPICA・こども用 SAPICA 等の周知 

 ・障がい者団体（身体・療育）への説明 

 ・教育委員会への説明 

  →団体乗車時（校外学習など）での IC カード使用推奨 

 各社バス車内周知（音声放送、運転手による声がけなど） 

 地下鉄券売機における POP 設置 

 大通駅サイネージでの IC カード PR 広告放映 




